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8月の「ぎふ木育WEEK」に
山の日フェスタぎふ２０１７＆ぎふ木育キャラバンを
開催！

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業
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岐阜県の森林・林業国
有
林
の
現
場
か
ら 

（13）

森林・林業関係イベントカレンダー（10月～11月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

●子どもから大人まで丸ごと１日「ぎふの木」に親しみ、楽し
めるイベントです。

●開催時間：10:00～16:00
●内容：木のおもちゃ広場、木の国探検「巨大迷路」、子どもア

スレチック、子ども上棟式、木工クラフトなどの体験イベン
トを開催します。また、ぎふの木ビンゴ大会、丸太いす大抽
選会や木工品などの販売を行います。

●入場料：無料

●内容：自然体験・活動を通して、流域の環境について親子で
学ぶツアーです。

●対象：小・中学生と保護者
●定員：24名～40名（コースにより異なります）
●参加費：コースにより異なります
●参加申込：電話、FAXまたはWebサイトから

●森と木のエンジニア科（推薦入試）
　10月28日（土）
●森と木のクリエーター科（入試1）
　10月29日（日）
●入学 願 書（学 生 募 集 要 項 ）については 、ホームページ

（http://www.forest.ac.jp/）からダウンロードできます。

●内容：清流の国ぎふ文化の森の秋祭りの会場にて、「ぎふの木
のおもちゃ広場」を開催します。子どもから大人まで、丸ごと
１日、ぎふの木のおもちゃで遊んで、楽しめるイベントです。

●開催時間：10:00～16:00
●入場無料・事前申込み不要

●林業先進地ドイツとの交流・連携を深め、持続可能な豊か
な森林づくりの機運を高めるシンポジウムを開催します。

●参加料：無料
●事前申込：必要（各日ごと）
●内容

１日 目：宮大工・小川三夫氏による特別講演、日独の専門
家による学術講演・林業トークセッションを実施

2-3日目：4つのテーマ（獣害対策担い手育成、木造建築、森
林環境教育、森林施業）に分かれ、分野ごとの事
例報告や意見交換を実施

●日時
１日目：10:00～16:30（開場9:30）
2-3日目：テーマごとに異なります

●定員
１日目：300名（先着順）
2-3日目：15～80名（先着順・テーマごとに異なります）

●詳細・申込については森林文化アカデミーのホームページを
ご覧ください。

11月3日㈮

9月30日㈯～
10月1日㈰

岐阜県美術館、岐阜県図書館
（岐阜市宇佐地内）

森林文化アカデミー（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL http://www.forest.ac.jp/

11/7…岐阜グランドホテル
　　　 （岐阜市長良 648）
11/8、11/9…森林文化アカデミー
　　　　　　　（美濃市曽代 88）ほか

森林文化アカデミー
森林技術開発・支援センター
産学官連携係
TEL 0575-35-2535
FAX 0575-35-2529
E-mail　c21907@pref.gifu.lg.jp
URL http://www.forest.ac.jp/

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課
TEL 058-272-1111（代表）
FAX 058-278-2702

清流の国ぎふ
親子「森・里・川・海」
体験ツアー
（秋コース）

日独林業
シンポジウム2017

ぎふの木の
おもちゃ広場（仮称）

ぎふの木フェスタ
2017

11月7日㈫～
11月9日㈭

岐阜メモリアルセンター
「芝生広場」
（岐阜市長良福光）

岐阜県林政部県産材流通課
TEL 058-272-8486
FAX 058-278-2705

10月～11月

岐阜県内

名鉄観光サービス（株）　岐阜支店
TEL 058-265-8103
FAX 058-263-5059
Web 「名鉄観光　清流の国ぎふ」で検索

【申込受付中】

平成30年度
森林文化アカデミー
入学試験（第1回）
願書受付期間

10月2日㈪～
10月17日㈫

森
の
名
手
・
名
人
シ
リ
ー
ズ 

（43）

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 2



を開催しました

　八月の「ぎふの山に親しむ月間」に合せて、毎年、JR岐阜駅アクティブＧにおいて、「山の日フェス
タ」を開催していますが、今年は、8月6日～ 11日までを「ぎふ木育WEEK」として開催しました。
　8月6日（日）には、アクティブＧにおいて「山の日フェスタぎふ2017」が開催され、岐阜県が全国に
誇る豊かな山や森の恵みを、「楽しむ」、「知る」、「味わう」をテーマとした体験型のイベントが行われま
した。
　夏休みということで、会場は多くの家族連れで賑わい、森の恵みを使ったワークショップとして、森
の色エンピツづくりや松ぼっくり工作、マイ箸づくりなどを楽しんでいました。
　また、ぎふの木で作ったおもちゃで遊べる「ぎふの木のおもちゃ広場」では、赤ちゃんから小学生ま
での子ども達が「まあるいつみき」や「Ｊブロック」、「ひの木ブロック」を積み上げ、競い合っていまし
た。
　「山の日」である8月11日（祝・金）には、ぎふ清流文化プラザにおいて「ぎふ木育キャラバン」が開催
されました。今年は、「東京おもちゃ美術館」と「オークヴィレッジ」から200種類を超える木のおも
ちゃがやってきて、まるで、「木のおもちゃのテーマパーク」のような会場に来場された子ども達も大
喜びでした。特に人気だったのは、木の球を転がして、木の音色を楽しむ「森の合唱団」。「どんぐりコロ
コロ～♪」の音楽に合わせ、笑顔で楽しく遊んでいる姿がとても印象的でした。木のおもちゃは、子ど
もだけでなく大人も一緒に遊べるのが魅力の一つです。会場内は、笑顔が溢れ、子ども達の笑い声と、
幸せな雰囲気に包まれていました。
　県では、県民の皆さんが身近に「ぎふ木育」を体験できる拠点として、「ぎふ木育ひろば」の設置を進
めています。是非、お近くの「ぎふ木育ひろば」を訪れてみてください。　

山の日フェスタぎ
ふ2017

ぎふ木育キャラバン

MORINOTAYORI3



文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

ダイモンジソウ
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秋
の
一
日
、
家
族
で
カ
ヌ
ー
と
カ
ヤ
ッ

ク
に
乗
っ
て
長
良
川
を
下
り
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
を
始
め
る
ま
で
は
、「
川
や
河

川
周
辺
の
自
然
に
つ
い
て
充
分
に
知
っ

て
い
る
」と
思
い
込
ん
で
い
た
私
で
す
が
、

実
際
に
体
験
し
て
み
る
と
今
ま
で
見
た

こ
と
も
な
い
視
点
で
魚
や
野
鳥
を
観
察

で
き
、
水
の
流
れ
方
や
河
川
沿
い
の
植

生
に
感
動
の
連
続
で
し
た
。

　

川
岸
か
ら
は
近
づ
け
な
い
激
流
の
大

き
な
岩
に
カ
ヌ
ー
で
近
づ
く
と
、
何
株

も
の
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
が
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
（S

axifraga 

fortunei

）
は
白
い
花
を
咲
か
せ
る
姿
か

ら
、別
名
ユ
キ
モ
ヨ
ウ
（
雪
模
様
）
と
か
、

渓
谷
の
岩
場
に
生
え
て
葉
が
小
型
の
フ

キ
に
似
て
い
る
と
し
て
イ
ワ
ブ
キ
（
岩

蕗
）
と
か
ガ
ケ
ブ
キ
（
崖
蕗
）
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

和
名
は
5
つ
の
花
弁
の
う
ち
上
側
3

枚
は
短
く
、
下
側
2
枚
は
左
右
に
大
き

く
て
長
く
、
こ
れ
が
漢
字
の
「
大
」
の

字
に
見
え
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

同
じ
ユ
キ
ノ
シ
タ
属
の
ジ
ン
ジ
ソ
ウ
（
人

字
草
：Saxifraga cortusaefolia

）
は
、

花
弁
が
「
人
」
の
字
に
見
え
る
こ
と
も

有
名
で
す
。

　

学
名
のSaxifraga

は「saxum

（
石
）」

と
「frangere

（
砕
く
）」
に
よ
る
造
語
で
、

ユ
キ
ノ
シ
タ
属
の
植
物
の
多
く
が
岩
の

割
れ
目
に
生
え
る
た
め
と
か
。
西
洋
で

は
腎
臓
の
結
石
を
溶
か
す
の
に
こ
の
葉

を
煎
じ
て
飲
む
た
め
と
か
諸
説
あ
り
ま

す
。
種
小
名
のfortunei

は
植
物
採
集

家
と
し
て
有
名
な
「R

.Fortune

（
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
）
さ
ん
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
は
日
本
で
も
山
間

僻
地
で
は
民
間
薬
と
し
て
重
宝
さ
れ
、

秋
の
開
花
中
に
葉
を
採
取
し
て
乾
燥
さ

せ
て
、
煎
じ
て
利
尿
や
便
秘
、
浮
腫
な

ど
に
服
用
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
生
葉
は
ア
ク
が
少
な
く
、
サ
ッ

と
茹
で
て
ゴ
マ
あ
え
や
ク
ル
ミ
あ
え
、
ワ

サ
ビ
あ
え
、
酢
の
物
な
ど
に
し
て
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
し
た
歯
ざ
わ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

天
ぷ
ら
に
し
て
美
味
し
く
食
べ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
は
日
本
各
地
の
渓

流
沿
い
や
、
湿
気
の
多
い
岩
場
な
ど
に

自
生
す
る
草
丈
は
10
～
30
　

cm
の
常
緑
宿

根
草
で
す
。
葉
は
腎
臓
形
ま
た
は
心
臓

形
で
、
葉
縁
は
掌
状
に
浅
く
5
～
12
裂

し
、
裏
面
は
白
色
か
紫
色
を
帯
び
て
い

ま
す
。
ま
た
葉
の
表
面
に
は
粗
毛
が
生

え
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
粗
毛
や
葉
の

形
、
大
き
さ
に
は
変
異
が
大
き
く
、
ミ

ヤ
マ
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
や 

ウ
ラ
ベ
ニ
ダ

イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　

ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
類
は
基
本
的
に
初

秋
～
初
冬
に
開
花
し
ま
す
が
、
エ
チ
ゼ

ン
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
（S. acerifolia

）

は
春
～
初
夏
に
、
高
山
性
の
ミ
ヤ
マ
ダ

イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
（var. incisolobata f. 

alpina

）
は
真
夏
に
開
花
し
ま
す
。

　

さ
て
激
流
の
岸
壁
で
見
た
ダ
イ
モ
ン

ジ
ソ
ウ
。
直
射
日
光
を
避
け
る
よ
う
に

北
側
一
面
に
着
生
し
て
お
り
、
一
つ
の
岩

の
中
で
す
み
分
け
を
す
る
ダ
イ
モ
ン
ジ

ソ
ウ
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。

▲白い花弁が「大」の字に見えます。
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

【治山課　木村　等】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8496 治山課水源林保全係 まで

6
　平成24年度より県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして導入した　「清流の国ぎ
ふ森林・環境税」は、平成33年度末まで５年間延長されました。税活用事業の内容も見直し
をしましたので、新しい内容の事業を含め連載で紹介します。

　県では、「清流の国ぎふ」の豊かで清らかな水を育む
水源の適正な土地利用を確保するため、岐阜県水源地域
保全条例（以下「条例」）により水源地域を指定してい
ます。
　この事業は、市町村が水源地域の森林を取得すること
で、森林が知らないうちに売買され、開発されることを
防ぐことを目的としています。
　市町村が所有している森林と一体的に管理することで
水源かん養機能の維持・増進や、地域住民の安全で快
適な生活を守ることにもつながります。

事業目的

　市町村が水源地域の森林を取得する経費（土地代、立
木代、調査費等）を助成します。

〈補助金額〉　１０百万円を上限　
〈補助率〉
●保安林（予定含む）　　10分の10以内
●普通林　　　　　　　  2分の1以内

〈補助対象要件（すべて満たすこと）〉
●条例により水源地域に指定された森林、又は指定される予定の森林
●保安林に指定されることが確実である、又は将来にわたって森林の状態が担保される森林
●取得面積が1ha以上の森林
●市町村森林整備計画において公益的機能別施業森林として位置づけられている森林

事業内容

これまでの事業実績

公有林化された森林（白川町）公有林化された森林（八百津町）

水源林公有林化支援事業 ～水源地域の森林の公有林化を支援する事業です～

年　度

市町村

面積（ha）

白川町

4.03

白川町

11.30 32.85

中津川市
八百津町
白川町

八百津町
白川町

八百津町
白川町

　

25.63

　

3.36

3 市町

77.17

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 計

岐阜県の水源地域

指定市町村  22市町村
指 定 箇 所  256 ヵ所
指 定 面 積  51,987ha

（H29.9月末）

■水源地域

MORINOTAYORI5



長
屋

　一
男
（
63
）

浦
崎

　幹
八
郎

岐
阜
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０
０
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に
お
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す
。
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た
高
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生
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た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
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お
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齢
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原
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は
長
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の
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一
部
を
割
愛
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て
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ま
す
。

●
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年
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日
：
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和
25
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８
日
生
ま
れ

●
職
業
：
和
傘
轆
轤
づ
く
り
職
人

長
屋

　一
男
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

な
が   

や

　
　

  

か
ず

　お

　
昭
和
46
年
に
家
業
の
長
屋
木
工
所
に
入
社
以
来
、和

傘
轆
轤
づ
く
り
に
従
事
さ
れ
て
い
る
。長
屋
木
工
所
は
、

日
本
で
唯
一の
和
傘
轆
轤
製
造
事
業
所
で
あ
り
、岐
阜
の

和
傘
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。

　
轆
轤
の
材
料
と
な
る
エ
ゴ
ノ
キ
の
確
保
が
困
難
に
な
る

中
、平
成
24
年
に
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の

久
津
輪
准
教
授
の
呼
び
掛
け
で
始
ま
っ
た「
エ
ゴ
ノ
キ・プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
立
ち
上
げ
か
ら
参
加
し
、エ
ゴ
ノ
キ
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
毎
年
美
濃
市
内
に
て
活
動
中

で
あ
る
。

　
平
成
27
年
に
は
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
卒
業
生
が

入
社・弟
子
入
り
し
、技
術
の
伝
承
と
後
継
者
の
育
成
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

１
．
和
傘
轆
轤
は
こ
れ
で
す
。

　

轆
轤
っ
て
こ
の
部
分
で
す
。
頭
轆
轤
が
上
側
に
入
り
ま

す
。
手
元
轆
轤
は
下
側
に
入
り
ま
す
。
二
個
で
セッ
トって

こ
と
で
す
。
骨
が
入
る
隙
間
を
目
って
い
う
ん
で
す
。
目
に

傘
の
骨
が
入
って
、
糸
で
骨
を
繋
い
で
く
ん
で
す
。
竹
の
骨

と
轆
轤
を
繋
げ
な
く
ち
ゃ
外
れ
ち
ゃ
い
ま
す
。
で
も
固
定

し
ち
ゃ
あ
か
ん
。
動
く
よ
う
に
止
め
な
く
ち
ゃ
あ
か
ん
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
目
に
み
ん
な
穴
が
開
い
て
る
ん
で
す
。
全

部
に
開
い
て
ま
す
。

50
年
60
年
前
、
そ
れ
以
上
前
の
機
械
使
って
ま
す
。
轆
轤

は
み
ん
な
専
用
の
機
械
な
ん
で
す
。
壊
れ
た
部
品
取
り
替

え
て
、
自
分
で
調
整
し
て
や
っ
て
ま
す
。
壊
れ
ち
ゃっ
た
ら

も
う
替
え
は
な
い
で
す
。

　

そ
れ
で
直
径
や
形
を
決
め
る
の
も
、
刃
物
の
出
し
入
れ

と
角
度
で
み
ん
な
調
節
し
ま
す
。
刃
物
の
位
置
に
よ
って
轆

轤
の
大
き
さ
が
違
って
き
ま
す
。

　

九
分
の
24
軒（
軒
＝
目
の
数
）か
ら
三
寸
二
分
の
70
軒
。

こ
こ
ま
で
は
機
械
に
か
か
る
ん
で
す
け
ど
、
あ
と
は
、
傘
屋

さ
ん
の
に
よ
って
、
そ
の
都
度
手
引
き
で
作
り
ま
す
。
手
引

き
って
い
う
の
は
、
木
地
は
倣
旋
盤
で
作
り
ま
す
が
、
目
切

り
は一か
所一か
所
ノコ
ギ
リ
で
目
を
引
き
穴
を
開
け
ま
す
。

〈
木
地
作
り
〉

　

ま
ず
自
然
乾
燥
を
だ
い
た
い
１
年
～
１
年
半
く
ら
い
し

ま
す
。
そ
の
あ
と
、製
品
に
す
る
た
め
に
輪
切
り
に
し
ま
す
。

こ
の
状
態「
ま
る
め
」
って
い
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
指
の

感
覚
と
か
目
で
見
て
で
き
る
だ
け
節
を
避
け
ま
す
。
見
え

ん
と
こ
を
見
極
め
る
。
そ
こ
は
勘
と
経
験
で
す
。
わ
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
も
で
き
る
だ
け
避
け
ま
す
。
節
は
固
いっ
て

２
．
材
料
で
す
。

　

轆
轤
の
材
料
は
、
エ
ゴ
ノ
キ
っ
て
い
う
、
昔
か
ら
和
傘
の

轆
轤
作
る
木
で
す
。
江
戸
時
代
、
岐
阜
が
産
地
に
な
っ
て

か
ら
、
何
百
年
も
こ
の
木
使
って
る
。
こ
の
木
は
、
柔
ら
か

く
て
粘
り
強
い
ん
で
す
。
加
工
が
し
や
す
い
ん
で
す
。
山
は

自
然
環
境
厳
し
い
で
す
か
ら
、
周
り
に
あ
る
木
よ
り
伸
び

ん
こ
と
に
は
光
合
成
で
き
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
こ
ま
で一
生

懸
命
伸
び
る
ん
で
す
。
や
っ
と
そ
こ
か
ら
枝
伸
ば
せ
る
って
い

う
こ
と
で
す
。
って
こ
と
は
、
そ
の
高
さ
ま
で
節
が
少
な
く
、

す
っ
と
し
た
真
直
ぐ
な
木
が
育
つ
ん
で
す
。
真
直
ぐ
の
節
の

な
い
す
っ
と
し
た
木
を
仕
入
れ
た
い
わ
け
で
す
。

　

外
周
あ
た
り
は
、
木
と
し
て
は
年
輪
が
緻
密
で
す
。
木

の
芯
あ
た
り
は
年
輪
粗
い
で
す
。
年
輪
が
粗
い
と
目
が
弱
い

の
ね
。
で
き
た
後
に
、
目
の
弱
い
や
つ
は
圧
力
か
け
る
と
ひ

び
割
れ
が
入
って
、
パラ
パラッ
と
折
れ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら

大
き
さ
に
あ
っ
た
材
料
を
使
う
の
ね
。
だ
い
た
い
３
mm
か
ら
、

ど
ん
だ
け
大
き
く
て
も
10
　

mm
く
ら
い
、
直
径
に
対
し
て
太

く
な
る
く
ら
い
や
ね
。

　

そ
れ
と
角
材
で
作
っ
た
ら
、
年
輪
が
横
に
流
れ
て
る
。
ほ

う
す
る
と
、
年
輪
が
目
に
対
し
て
直
角
に
な
る
と
こ
は
い
い

ん
で
す
け
ど
、
平
行
に
な
る
と
こ
は
目
が
パラ
パラッ
と
崩
れ

ち
ゃ
う
ん
で
す
。
理
想
は
、
で
き
る
だ
け
轆
轤
に
あ
っ
た
太

さ
の
木
で
で
か
す
わ
け
で
す
。

３
．
轆
轤
づ
く
り

　

材
料
を
乾
燥
さ
せ
て
、
そ
れ
を
切
って
、
木
地
引
い
て
、

目
切
り
機
か
け
て
、
出
荷
で
す
。
機
械
で
全
部
や
り
ま
す
。

　

半
穴
も
開
い
て
ま
す
。
繋
ぎ
屋
さ
ん
が
骨
を
入
れ
て
、

糸
繋
ぐ
と
き
に
、
針
を
反
対
側
に
抜
か
な
ん
で
す
。
ほ
う

す
る
と
隣
の
と
こ
が
半
分
切
れ
て
な
い
と
糸
が
抜
け
て
け
な

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
錐
が
抜
け
た
と
こ
に
み
ん
な
半
穴
が
あ

る
ん
で
す
。

和
傘
轆ろ

く

轤ろ

づ
く
り

和わ

傘が
さ

轆ろ
く

轤ろ

屋や手元轆轤（左）と頭轆轤（右）

轆轤の目の様子。“穴”と“半穴”が見える

和傘の様子。図示した部分が轆轤である

目の数を「軒」という

大きさ〈直径〉

九分

一寸

一寸一分

目数

24軒

36軒

40軒

42軒

48軒

36軒

40軒

44軒

用途

日傘

日傘

日傘

日傘

蛇の目傘

日傘

蛇の目傘

蛇の目傘

大きさ〈直径〉

一寸一分

一寸三分

一寸八分

二寸

二寸二分

二寸五分

三寸二分

目数

48軒

36軒

48軒

50軒

50軒

60軒

70軒

用途

蛇の目傘

小番蛇傘

番傘

差し掛け傘

野点傘

野点傘

野点傘

頭轆轤

頭轆轤

手元轆轤

手元轆轤

目半穴 穴
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に
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以
来
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に
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る
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で
唯
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和
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製
造
事
業
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で
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り
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の

和
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る
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轆
轤
の
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と
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る
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の
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が
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に
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る

中
、平
成
24
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に
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立
森
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の
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エ
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ェ
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立
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上
げ
か
ら
参
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ノ
キ
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
毎
年
美
濃
市
内
に
て
活
動
中

で
あ
る
。

　
平
成
27
年
に
は
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
卒
業
生
が

入
社・弟
子
入
り
し
、技
術
の
伝
承
と
後
継
者
の
育
成
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

い
う
よ
り
も
、
組
織
が
全
然
周
辺
と
違
う
ん
や
ね
。
節
の

と
こ
目
を
切
っ
て
も
き
れ
い
に
切
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
だ

け
欠
け
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

　

そ
の
次
の
工
程
が
、木
地
引
き
。木
地
は
形
が
で
き
上
がっ

て
る
状
態
。
木
地
引
き
機
で
、
原
木
を
削
って
作
り
ま
す
。

穴
は
、
穴
開
け
ド
リ
ル
で
開
け
ま
す
。

〈
目
切
り
〉

　

今
度
は
目
切
り
って
い
う
工
程
で
す
。
木
地
か
ら
目
が
あ

る
状
態
に
し
な
ら
ん
で
す
。
一番
繊
細
な
仕
事
で
す
。
ノ
コ

ギ
リ
が
回
転
し
て
き
ま
す
。
そ
し
て
目
を
ノ
コ
ギ
リ
で
引
き

ま
す
。
こ
れ
で一か
所
目
切
り
ま
し
た
。
次
に
歯
車
で
そ
の

隣
に
移
動
し
ま
す
。
次
の
場
所
へ
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ

が
40
軒
に
か
かって
る
と
、
轆
轤
が一周
す
る
と
40
周
ノコ
ギ

リ
ま
わ
っ
て
、
40
か
所
目
が
入
っ
て
く
わ
け
で
す
。
ほ
ん
で

目
に
穴
開
け
る
の
は
、
目
切
って
ま
っ
た
状
態
で
ノコ
ギ
リ
が

半
周
し
て
い
る
う
ち
に
、
錐
が
カ
ム
に
よ
って
出
て
き
て
、
目

に
穴
が
開
く
わ
け
で
す
。
歯
車
を
セ
ッ
ト
し
た
ら
ノ
コ
ギ
リ

の
厚
さ
を
決
め
、
次
に
錐
穴
の
位
置
を
前
後
左
右
調
節
し

て
か
ら
目
を
切
り
ま
す
。
ノコ
ギ
リ
は
い
ろ
ん
な
厚
さ
の
物
、

歯
車
は
目
の
種
類
ご
と
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

刃
物
に
し
て
も
、
焼
き
入
れ
も
自
分
で
し
ま
す
。
そ
の

温
度
も
私
ら
経
験
で
や
り
ま
す
け
ど
、
大
変
で
す
。
炭
を

コ
ン
ロ
で
お
こ
し
て
、
赤
め
ま
す
。
だ
い
た
い
１
３
０
０
度
。

鉄
が
溶
け
る
手
前
く
ら
い
で
す
。
私
ら
色
で
見
る
ん
で
す

け
ど
、
赤
色
通
り
越
し
て
オ
レ
ン
ジ
色
に
近
づ
い
た
状
態
で

す
。オ
レ
ン
ジ
色
で
焼
き
入
れ
す
る
ん
で
す
。今
は
酸
素
バ
ー

ナ
ー
で
赤
め
て
ま
す
。

　

目
の
穴
開
け
る
錐
も
み
ん
な
、
一
本
一
本
手
作
り
で
す
。

素
材
を
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
で
削
って
、
溝
つ
け
て
、
先
に
刃
つ
け

て
作
る
ん
で
す
。
切
れ
な
く
な
っ
た
ら
砥
石
で
研
い
だ
り
ね
。

折
れ
た
ら
作
り
直
し
た
り
し
ま
す
。
錐
が
衝
撃
で
折
れ
る
っ

て
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
割
と
頻
繁
に
折
れ
ま

す
。
節
の
固
い
や
つ
切
っ
て
、
曲
が
っ
た
り
折
れ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
目め

梳す

き
〉

　

目
切
っ
た
だ
け
じ
ゃ
隙
間
が
少
な
い
ん
で
、
骨
が
入
ら
ん

で
す
。
で
、
こ
の
機
械
に
か
け
て
目
を
削
る
。
こ
れ
目
梳

き
って
い
う
ん
で
す
。
刃
物
が
三
枚
つい
て
ま
す
。
平
た
い
や

だ
か
ら
ほ
ん
と
に
今
、
こ
こ
３
年
４
年
５
年
の
内
に
何
と
か

し
ん
こ
と
に
は
、
技
術
的
に
残
せ
て
も
、
そ
の
先
産
業
と
し

て
成
り
立
た
な
い
。
若
い
子
に
バ
ト
ン
タッ
チ
し
て
も
、
そ
の

方
の
将
来
考
え
る
と
、
継
い
で
く
れ
っ
て
言
え
な
い
の
が
現

実
で
す
。

　

傘
に
し
た
場
合
、
轆
轤
って
い
う
の
は
、
隠
れ
て
し
ま
って

ほ
ん
と
に
目
立
た
な
い
部
品
で
す
。
広
げ
れ
ば
紙
と
か
骨

と
か
か
が
り
糸
が
目
に
入
り
ま
す
。
す
ぼ
め
れ
ば
何
に
も

見
え
な
い
で
す
。
だ
か
ら
ほ
ん
と
に
、
紙
と
骨
を
支
え
る
縁

の
下
の
力
持
ち
や
も
ん
で
、一
般
の
人
に
は
、
こ
う
い
う
目

立
た
ん
部
品
も
作
っ
て
る
職
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
な
って
思
って
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
、

多
く
の
人
た
ち
に
よ
って
轆
轤
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

椋
さ
ん
と
関
森
さ
ん
で
す
。
久
津
輪
先
生
は
、ア
カ
デ
ミ
ー

を
代
表
し
て
こ
の
プ
ロ
ジェク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
い
た

方
。
小
椋
さ
ん
は
地
域
の
山
の
財
産
管
理
区
の「
山
の
駅

ふ
く
べ
」の
責
任
者
。
関
森
さ
ん
は
、
和
傘
フ
ァ
ン
の
代
表

み
た
い
な
方
で
す
ね
。
実
際
仕
事
し
て
い
た
だ
く
の
は
ア
カ

デ
ミ
ー
の
先
生
方
と
学
生
さ
ん
と
和
傘
業
界
の
方
、
山
の

駅
ふ
く
べ
の
構
成
員
の
方
々
な
ん
で
す
。
三
人
の
方
の
も
と

に
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃって
こ
の
プ
ロ

ジェク
ト
が
成
立
す
る
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
ま
す
。

５
．
こ
だ
わ
っ
て
ま
す
。

　

和
傘
って
い
う
の
は
、
分
業
な
ん
で
す
。
職
人
さ
ん
の
仕

事
を
１
月
以
上
か
かって
、
は
じ
め
て一本
の
傘
に
な
る
ん
で

す
。
私
ら
の
仕
事
は
最
初
の
仕
事
だ
け
ど
、
最
後
の
職
人

さ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
仕
事
す
る
、
そ
れ
を
考
え
て
ま
す
。

そ
れ
は一番
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
木
地
に
油
付
け
て
ま

す
。
目
切
り
の
た
め
の
潤
滑
油
で
す
が
、
つ
な
ぎ
屋
さ
ん
が

骨
を
つ
な
ぐ
と
き
、
油
が
つ
い
て
れ
ば
針
が
通
し
や
す
い
ん

で
す
。

　
や
け
ど
も
う
傘
は
、
産
業
と
し
て
ギ
リ
ギ
リ
で
す
。
こ
れ

は
轆
轤
屋
だ
け
や
な
く
て
、
骨
屋
さ
ん
も
貼
り
屋
さ
ん
も一

緒
、ほ
か
の
業
種
の
職
人
さ
ん
た
ち
み
ん
な
同
じ
な
ん
で
す
。

つ
が
ね
。
一
枚
目
の
刃
物
で
右
っ
側
削
り
ま
す
。
二
枚
目
の

刃
物
で
左
っ
側
削
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
刃
物
あ
り
ま
す
。

梳
く
目
を
次
の
と
こ
移
す
た
め
の
刃
物
。
こ
れ
が
な
かっ
た

ら
お
ん
な
じ
と
こ
ば
っか
り
ぐ
る
ぐ
る
回
る
だ
け
で
す
。

　

目
梳
き
の
注
意
す
る
と
こ
ろ
は
刃
物
の
調
整
で
す
。
目

の
幅
が
、
厚
く
な
っ
た
り
薄
く
な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
轆

轤
は
上
下
か
ら
の
骨
の
圧
力
に
対
し
て
均
等
に
支
え
る
も
ん

で
す
か
ら
、
強
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
長
く
保
た
な
い
ん

で
す
。

　
こ
れ
で
頭
轆
轤
が
終
わ
り
ね
。
こ
れ
手
元
轆
轤
も
あ
る

ん
で
す
。
形
が
違
う
だ
け
で
、
工
程
は
全
く一緒
で
す
。
機

械
の
調
整
で
違
う
形
の
轆
轤
に
な
る
ん
で
す
。

４
．
エ
ゴ
ノ
キ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
で
山
を
整
地
す
る
人
が
い
な
く
な
り
、
エ
ゴ
ノ
キ
を

供
給
す
る
業
者
も
な
く
な
り
、
材
料
仕
入
れ
る
ル
ー
ト
が

途
絶
え
ち
ゃっ
た
ん
で
す
。
ほ
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談

し
た
ら
、
美
濃
市
の
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の

久
津
輪
先
生
が「
僕
が
ち
ょっ
と
調
べ
て
み
る
わ
」と
言
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
美
濃
市
片
知
に
、
炭
を
焼

く
窯
の
取
り
組
み
の
取
材
に
行
か
れ
た
ら
、
窯
の
周
り
に
エ

ゴ
ノ
キ
が
いっ
ぱ
い
立
っ
て
た
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
聞
い

た
ら
、「
そ
ん
な
も
ん
な
ら
いっ
く
ら
で
も
あ
る
よ
」
って
い
う

状
態
な
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
片
知
の
方
の
協
力
を
得
て
絞
っ

て
切
って
い
た
だ
い
て
ま
す
。
そ
れ
が
エ
ゴ
ノ
キ
・
プ
ロ
ジェク

ト
の
始
ま
り
で
す
。

　
２
０
１
３
年
の
エ
ゴ
ノ
キ
・
プ
ロ
ジェク
ト
は
五
十
人
位
参

加
し
て
や
り
ま
し
た
。
地
域
の
山
か
ら
継
続
的
に
エ
ゴ
ノ
キ

が
採
取
で
き
る
様
に
、
学
生
さ
ん
が
伐
採
計
画
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
森
の
管
理
者
、
森
林

を
学
ぶ
学
生
さ
ん
、
傘
業
界
、
傘
愛
好
家
の
方
た
ち
が
、

一
本
の
エ
ゴ
ノ
キ
を
切
り
、
轆
轤
に
し
て
傘
を
作
り
、
そ
れ

を
使
う
。
そ
の
流
れ
の
中
の
全
て
の
人
が
協
力
し
て
、
エ
ゴ

ノ
キ
・
プ
ロ
ジェク
ト
が
成
り
立
って
い
ま
す
。

　
エ
ゴ
ノ
キ
は
、
銘
木
や
な
く
て
雑
木
。
ほ
ん
と
に
焚
き
も

ん
に
し
か
な
ら
ん
木
な
ん
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な

木
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
っ

て
こ
と
ほ
ん
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
って
ま
す
。

　

中
心
に
な
って
い
た
だ
い
て
る
の
は
、
久
津
輪
先
生
と
小

エゴノキ・プロジェクト2013にて伐採したエゴノキとともに。
後列中央が長屋名人、前列右側が岐阜県立森林文化アカデミー
久津輪准教授、後列右側が「山の駅ふくべ」小椋氏
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「
会
計
」と「
見
え
る
化
」

活かす知恵

と を森林 人

58

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
杉
本 

和
也

日
報
を
集
計
で
き
る
形
式
で
入
力
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
）。

●
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
で
経
営
者
に

　

会
計
の
知
識
が
必
要
と
は
い
っ
て
も
理
解

す
る
の
は
難
し
い
も
の
。
会
計
に
関
す
る
教

科
書
は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
読
ん
で

理
解
す
る
の
は
大
変
…
。
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、

経
営
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
体
験
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
会
計
の
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。
各
自
が
経
営
者
の
立
場
に
な
っ
て
、

機
械
を
買
う
、
買
わ
な
い
、
給
料
を
上
げ
る
、

上
げ
な
い
な
ど
の
意
思
決
定
を
行
う
の
で
、

会
計
の
み
な
ら
ず
経
営
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
ぶ
こ
と
も
出
来
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス

ゲ
ー
ム
は
企
業
の
新
人
研
修
で
も
よ
く
用
い

ら
れ
る
手
法
で
す
。

　

今
回
は
、
会
計
と
い
う
敬
遠
さ
れ
が
ち
な

テ
ー
マ
で
し
た
が
、
苦
手
な
人
も
ち
ょ
っ
と
ず

つ
目
を
向
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

れ
ま
す
。
理
解
で
き
る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、

自
ら
根
拠
あ
る
意
思
決
定
が
で
き
ま
す
。

●
会
計
の
見
え
る
化

　

社
長
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
。
年
度
末
に

決
算
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
と
い
う

の
は
よ
く
あ
る
話
で
す
が
、
も
う
少
し
会
計

を
分
か
り
や
す
く
、
現
場
の
職
員
や
技
術
者

た
ち
が
経
営
者
の
立
場
に
立
っ
て
意
思
決
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
会
計
の「
見

え
る
化
」が
重
要
で
す
。
主
な「
見
え
る
化
」の

取
り
組
み
を
２
点
挙
げ
ま
す
。

①
管
理
会
計
の
導
入

　
　

あ
る
商
品
を
つ
く
る
の
に
、
ど
れ
だ
け

の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
、
会
社
が

利
益
を
出
す
の
に
ど
れ
だ
け
の
商
品
を
つ

く
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
を
計
算
す
る
の

が
管
理
会
計
で
す
。
よ
く
あ
る
決
算
書
の

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
の
作
成
は
財

務
会
計
の
知
識（
こ
ち
ら
も
重
要
で
す
）が
、

こ
の
仕
事
を
や
っ
て
利
益
が
出
る
の
か
意

●
会
計
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
共
通
言
語

　
会
計
っ
て
難
し
そ
う
で
分
か
ら
な
い
…
。

経
営
者
や
経
理
担
当
だ
け
が
分
か
れ
ば
い
い
。

そ
う
思
い
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
会
社
の
理
念
を
実
現
し
て
い
く

の
は
、
現
場
の
職
員
や
技
術
者
た
ち
。
現
場

で
意
思
決
定
を
し
て
い
く
方
々
が
会
計
の
こ

と
を
知
ら
ず
し
て
、
ど
う
や
っ
て
仕
事
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
山
仕
事
の
場
合
、

山
の
手
入
れ
を
す
る
時
に「
定
性
間
伐
を
す
る

べ
き
か
、
列
状
間
伐
を
す
る
べ
き
か
」「
作
業

道
か
ら
ど
こ
ま
で
の
範
囲
を
集
材
す
れ
ば
い

い
の
か
」「
職
員
や
技
術
者
の
給
料
は
今
後
上

が
っ
て
い
く
の
か
？
」様
々
な
意
思
決
定
を
す

る
時
に
、
会
計
の
知
識
は
と
て
も
重
要
な
武

器
で
す
。

　

知
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
会
計
用
語
と
し

て
は
、
損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
売
上
高
、

営
業
利
益
、税
引
き
前
当
期
純
利
益
、固
定
費
・

変
動
費
、
間
接
費
・
直
接
費
、
減
価
償
却
費

あ
た
り
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

会
計
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
共
通
言
語
と
も
言
わ

思
決
定
す
る
た
め
に
は
管
理
会
計
が
必
要

で
す
。

②
月
次
の
決
算

　
　

年
に
一
度
の
決
算
で
現
状
が
掴
め
ず
、

問
題
が
発
生
し
て
い
る
場
合
、
月
次
で
決

算
を
行
っ
て
い
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。
林

業
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
事
業
地
が

継
続
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
建
設
業

も
同
じ
で
、
適
切
に
評
価
す
る
仕
組
み
が

あ
り
ま
す
。

●
利
益
の
把
握
に
日
報
を
活
用

　

利
益
を「
見
え
る
化
」す
る
場
合
に
は
、
売

上
と
費
用
の
現
状
把
握
が
大
切
で
す
。
現
場

で
技
術
者
た
ち
が
働
い
て
、
売
上
を
上
げ
る

場
合
、
現
場
に
ど
れ
だ
け
工
数
が
か
か
っ
て

い
る
の
か
、
ど
れ
だ
け
資
材
を
投
入
し
た
の

か
、
日
々
の
作
業
日
報
を
用
い
て
把
握
す
る

事
が
重
要
で
す
。

　

エ
ク
セ
ル
の
よ
う
な
計
算
ソ
フ
ト
を
活
用

す
れ
ば
、
簡
単
に
作
業
日
報
の
集
計
お
よ
び

利
益
の
見
え
る
化
が
可
能
で
す（
た
だ
し
作
業

▲ビジネスゲームを使った研修の様子
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パワービルダーと連携した
　プレカット加工施設が完成！

横架材加工機 羽柄材加工機

　㈱中部日本プレカットが、揖斐郡大野町において建設を進めてきたプレカット加工施設が完成し、平成 29 年８月
から本格稼働を開始しましたのでご紹介します。　　
　今回の事業は、販売力のあるパワービルダー（建売住宅業者）と連携して地域材利用のプレカット加工施設を整備
することにより、外材の扱いが比較的多い住宅において地域材利用率の向上を図り、地域材需要の拡大による林業振
興に資することを目的としております。

　㈱中部日本プレカットは、平成 28 年２月にパワービルダーの㈱秀光ビルド（石川県加賀市）と、プレカット加工
業者の㈲北陸プレカット（石川県加賀市）の双方が出資をして設立した新会社で、パワービルダーの経営ノウハウと
プレカット加工業者の専門性を活かし、顧客に品質の高い安心の製品づくりを目指しています。

1. 中部日本プレカットの会社概要

⑴補助事業の概要
 合板・製材生産性強化対策事業
 プレカット加工ラインの整備
 458,000 千円
 年間 30,720 坪（960 棟）
 木材使用量 20,074m3（原木換算 35,845m3）
 うち地域材 14,058m3（70％）、従業員 11 名雇用

⑵原材料の調達
　原材料の 70％は岐阜県内に整備された大型製材工場・合板工場等で加工された地域材製品を有効利用する。（地域
材安定取引協定締結済み）
　また、集成材として調達予定の九州産材を含めると国産材使用率は 85％に達する。

⑶プレカット製品の販売先
　生産したプレカット製品の大部分をパワービルダーの㈱秀光ビルド向けとする販売体制をとる。
　㈱秀光ビルドは中部、関西圏を主体として在来工法住宅を年間 840 棟建設しており、今後も販売エリアの拡大を計
画している。
　㈱秀光ビルド　年間 17,565 ㎥（年間 840 棟）
　㈲北陸プレカット　年間 2,509 ㎥（年間 120 棟）

　㈱中部日本プレカットでは、　㈱秀光ビルドと連携した「工場見学ツアー」を計画し、施主に対して地域材を利用す
る意味などについて PR していきたいと話しています。
　今後、こうしたパワービルダー等と連携した㈱中部日本プレカットのようなモデルが契機となり、外材の扱いが比
較的多い住宅の市場を開拓する新たな拠点となることが期待されます。
　また、本事業が長期的かつ安定的に展開することにより地域材の飛躍的な利用が見込まれ、ひいては地域林業の活
性化に繋がると考えます。

事 業 名
事業内容
事 業 費
生産計画

2. プレカット事業の概要
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ スルメで釣る、ザリガニ － 【第315回】

　6月下旬、昨年から孫のY君が飼っているカブトムシの子供が
次々と発生し始めた。土の中から角を突き出して出てくるカブト
ムシ。Y君は大喜び。自分が育てたのだと妹のチビちゃんたちに
自慢していた。しかし、チビちゃんたちは無視。不思議そうにカ
ブトムシを見ている。このチビッコ兄弟の姿。見ているうちに、
自分の心はなごんでくる。今年もまたY君とカブトムシ観察がで
きる。心が躍った。ところが数日後にY君が言った。「お願いお
爺ちゃん。トカゲとヘビとカエルを捕ってきて。ザリガニも欲し
いな－。」思いもしない言葉に驚いた。しばらくして「カブトム
シやクワガタムシにはあきたので、虫以外のものに興味がわい
てきたのだろう」と思った。そう言えば私も小学生のころは故N
氏とヘビやトカゲを捕って遊んだことがある。学校へ持って行き
先生に叱られたこともある。しかし、そのうちに飽きてしまい虫
に興味を持つようになった。これに対しY君は虫からトカゲ。私
とは逆だ。思わず笑えてきた。しかし、Y君の願いはかなえてあ
げたい。即座に「わかった」と返答。断るとY君が悲しむだろう
と思ったからである。ただ家で飼うとなると親、特に母親の了解
が必要だ。母親に事情を話した。「ヘビは絶対駄目」。予想通りだった。

×　　×　　×　　×
　まず、カエルになる前のオタマジャクシ捕りから始めた。これ
だったらすぐに捕れるだろうと思ったからである。近郊の水田を
探した。ところがオタマジャクシはいない。水田に足を入れた。
小さなものが素早く動きだし、少し先で見えなくなった。近づく
とすぐに動き出すという繰り返し。よく見るとオタマジャクシだっ
た。体が水田の土と同じだったので、わからなかったのである。
しかも動きが速い。動体視力の衰えている私にはなかなか捕れ
ない。苦労して5匹捕った。考えれば私が見たオタマジャクシは
ほとんどが春先。いっせいに孵化した何百匹もの集団だ。しかし、
外敵の餌食や共食い、病死などでほとんどが淘汰されてしまう。
この厳しい荒波を乗り越えた強者だけがカエルになるのだ。そ
のカエルは田んぼの畦にいた。近づくと大きく跳ねて逃げてい
く。これも速い。網で追いかけてもなかなか捕れない。空振り
ばかりだ。ここでも動体視力の衰えを痛感する。ようやく2匹捕
れた。ヒキガエルだった。思わず笑みがでた。

×　　×　　×　　×
　次はザリガニだ。これは簡単に捕れるだろうと思った。以前、
小川の水生動物を調べたときにザリガニがたくさんいたからであ
る。その場所へ出かけた。何カ所も探したがいない。結局、捕
れなかった。翌日、知人から朗報を得た。某公園の池にたくさ
んいるので、スルメを餌にすれば釣りあげることが出来るという。
早速家族で出かけた。しかし、釣れない。何故釣れないのだろ
うと考えている時、水中から水泡が浮き上がってきた。ザリガニ

が呼吸をしているのだと思い、そこへ餌を入れた。すると、す
ぐにザリガニが出てきてスルメを抱え込んだのである。この方
法で7匹釣り上げた。しかしチビちゃんたちは釣れない。諦めて
網で捕り始めた。これが正解。12匹も捕ったのである。合わせ
て19匹。これを大きさ別に分けた。この時、笑えることがあった。
5歳のYIちゃんが大きなザリガニを手でつかんで自慢げにY君に
見せた。しかし7歳のY君は手が出ない。私はY君に「つかんで
みたら」と言ったものの「いやだ」と拒否。これを見ていたYIちゃ
んは「お母さん、Y君はザリガニが怖いんだって。弱虫だね」。
これを聞いたY君。ザリガニをつかみ始めた。しかし、ザリガニ
がハサミをあげて抵抗するのでつかむことができない。何回も
繰り返しているうちにようやくつかむことが出来た。その時の
得意げな顔。今でも目に浮かぶ。しかし、YIちゃんにはしなかっ
た。妹のチビちゃんのひと言でプライドに傷がついたのだろうと
笑えてきた。楽しいザリガニ捕りであった。

×　　×　　×　　×
　ザリガニは大きな水槽3個に入れ、市販の餌を与えて飼うこと
にした。ところが翌日に17匹も死亡し、残ったのはわずか2匹。
しかし、この2匹は元気で食欲も旺盛だった。だとしたら死亡し
たザリガニは何が原因
だったのか。いろいろ
考えた。この池のザリ
ガニは子供たちの遊び
道具。遊び終えるとま
た池に戻されるという
繰り返しなので弱って
いるものが多い。この
ため死因は衰弱してい
たこと。こんな結論に
至りザリガニが哀れに
思えてきた。オタマ
ジャクシとカエルは大きめの昆虫飼育槽に水を入れて飼育した。
オタマジャクシには金魚の餌やパンの切れ端を与えた。苦労し
たのがカエルだった。生きた昆虫などを食べているからである。
バッタやコオロギの子供を与えたが2日後に1匹死亡した。これ
を見た3歳のチビちゃんが「動かなくなった。かわいそう」と泣
き出した。ショックだったのだろうと胸が痛んだ。オタマジャク
シには足が生え地上部を歩き始めた。これからは餌採りがさら
に大変だが、何としてもカエルまで育てたいと思う。あとはト
カゲだ。Y君はこれを一番楽しみにしているので、何としても
捕りたい。しかし、その自信というか確率はハーフハーフだ。

▲死亡したザリガニの一部
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ぐにザリガニが出てきてスルメを抱え込んだのである。この方
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て19匹。これを大きさ別に分けた。この時、笑えることがあった。
5歳のYIちゃんが大きなザリガニを手でつかんで自慢げにY君に
見せた。しかし7歳のY君は手が出ない。私はY君に「つかんで
みたら」と言ったものの「いやだ」と拒否。これを見ていたYIちゃ
んは「お母さん、Y君はザリガニが怖いんだって。弱虫だね」。
これを聞いたY君。ザリガニをつかみ始めた。しかし、ザリガニ
がハサミをあげて抵抗するのでつかむことができない。何回も
繰り返しているうちにようやくつかむことが出来た。その時の
得意げな顔。今でも目に浮かぶ。しかし、YIちゃんにはしなかっ
た。妹のチビちゃんのひと言でプライドに傷がついたのだろうと
笑えてきた。楽しいザリガニ捕りであった。

×　　×　　×　　×
　ザリガニは大きな水槽3個に入れ、市販の餌を与えて飼うこと
にした。ところが翌日に17匹も死亡し、残ったのはわずか2匹。
しかし、この2匹は元気で食欲も旺盛だった。だとしたら死亡し
たザリガニは何が原因
だったのか。いろいろ
考えた。この池のザリ
ガニは子供たちの遊び
道具。遊び終えるとま
た池に戻されるという
繰り返しなので弱って
いるものが多い。この
ため死因は衰弱してい
たこと。こんな結論に
至りザリガニが哀れに
思えてきた。オタマ
ジャクシとカエルは大きめの昆虫飼育槽に水を入れて飼育した。
オタマジャクシには金魚の餌やパンの切れ端を与えた。苦労し
たのがカエルだった。生きた昆虫などを食べているからである。
バッタやコオロギの子供を与えたが2日後に1匹死亡した。これ
を見た3歳のチビちゃんが「動かなくなった。かわいそう」と泣
き出した。ショックだったのだろうと胸が痛んだ。オタマジャク
シには足が生え地上部を歩き始めた。これからは餌採りがさら
に大変だが、何としてもカエルまで育てたいと思う。あとはト
カゲだ。Y君はこれを一番楽しみにしているので、何としても
捕りたい。しかし、その自信というか確率はハーフハーフだ。
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普及コーナー
郡上地域における
Ｄ材の搬出利用促進について
　　　　　　～地拵えの省力化を目指して～

■郡上農林事務所　林業普及指導員　森川 宣禎
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ト
と
買
い
取
り
価
格
を
同
額
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
林
内
は
、
写
真
１
の
と
お
り
、

道
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
は
枝
条
が
残
っ
た

も
の
の
、
一
部
は
整
理
す
る
こ
と
で
、
概
ね

枝
条
な
ど
の
残
材
も
な
く
、
植
栽
に
支
障
が

な
い
状
態
に
な
り
、
一
貫
造
林
作
業
シ
ス
テ

ム
の
機
械
地
拵
え
と
し
て
判
断
で
き
る
状
況

に
な
り
ま
し
た
。

源
の
需
要
の
高
ま
り
と
、
瑞
穂
市
に
あ
る
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
へ
の
燃
料
供

給
会
社
で
あ
る
㈱
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
東

海
担
当
者
の
熱
心
な
営
業
活
動
に
よ
り
、
Ｄ

材
収
集
用
ト
ラ
ッ
ク
が
進
入
で
き
る
道
周
辺

な
ら
、
追
加
コ
ス
ト
の
発
生
し
な
い
形
で
の

Ｄ
材
の
搬
出
利
用
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。郡

上
市
有
林
で
の
実
証

○
Ｄ
材
の
搬
出
利
用
実
施
状
況

　

林
産
現
場
の
課
題
で
あ
る
林
地
残
材
の
搬

出
利
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
植
に
係
る

経
費
の
43
％
を
占
め
る
地
拵
え
コ
ス
ト
を
少

し
で
も
圧
縮
す
る
た
め
、
郡
上
市
大
和
町
に

あ
る
郡
上
市
有
林
に
お
い
て
、
主
伐
・
再
造

林
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
地
拵
え
の
省

力
化
に
つ
い
て
実
証
し
ま
し
た
。

　

郡
上
地
域
で
は
、
大
型
製
材
工
場（
長
良
川

木
材
事
業
協
同
組
合
）が
平
成
27
年
９
月
か
ら

稼
働
し
た
こ
と
に
よ
り
、
管
内
か
ら
木
材
を

安
定
的
に
供
給
す
る
必
要
性
が
高
ま
り
、
木

材
生
産
体
制
の
強
化
を
急
務
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
郡
上
地
域
の
木
材
生
産
量
は
、

毎
年
１
万　

程
増
加
し
、
平
成
28
年
度
に
は

10
万　

に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
が
、
今
後
も

木
材
生
産
量
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
他
の
地
域
と
同
様
、
郡
上
地

域
の
人
工
林
の
58
％
が
伐
期
を
迎
え
た
10
齢

級
以
上
で
あ
り
、
森
林
を
若
返
ら
せ
、
次
世

代
の
資
源
を
造
成
し
て
い
く
た
め
、
主
伐
・

再
造
林
も
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

皆
伐
現
場
の
Ｄ
材
の
状
況

　

林
産
現
場
で
は
長
さ
１
ｍ
以
上
の
幹
部
で

あ
る
Ｃ
材
は
こ
れ
ま
で
も
製
紙
パ
ル
プ
用

チ
ッ
プ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

１
ｍ
以
下
の
端
材
や
枝
条
と
い
っ
た
い
わ
ゆ

る
Ｄ
材
は
、
主
に
皆
伐
現
場
の
林
地
に
残
さ

れ
林
内
に
集
積
処
理
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
植
栽
除
地
に
な
り
、
現
場
の
片
付
け

が
手
間
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

郡
上
地
域
で
は
、
最
も
近
い
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
プ
ラ
ン
ト
ま
で
60
　

km
以
上
と
遠
く
、
Ｄ

材
の
搬
出
利
用
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資

m３
m３

▲図 1

○林産事業概要（郡上市有林）
●H28 皆伐（森林組合・林業事業体）
　H29 植栽（森林組合）
●面積　約1.55ha
●幹材積　スギ等 983m
●事業者：郡上森林組合（プロポーザルによる受託）
●実施時期：11月11日～ 12月12日（積雪前）
●作業システム

●搬出材積　A ～ C材 852m　D材 225m

伐倒
チェーンソー

木寄せ
スイングヤーダ

0.45

造材
ハーベスタ

0.45

小運搬 600m
フォワーダ 6t

3

3 3

▲図 2

D材搬出利用実施方法
工程等 機 械 数量 内 容
集 積 0.45フォーク 5日

小運搬 0.2グラップル 5日 道路幅が狭い
ため4tを使用

12.4t/車、
2回/日

4 tDT 5日 8回～13回/日

積込み 0.45フォーク
5日

搬 出 10t
フックロール車岐阜BP発電所（BE東海）

エコヤードギフ
（岐阜市雛倉地内）

中間土場

山土場
600ｍ

4tD小運搬 10t箱車　搬出

70km

18km
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普及コーナー
郡上地域における
Ｄ材の搬出利用促進について
　　　　　　～地拵えの省力化を目指して～

■郡上農林事務所　林業普及指導員　森川 宣禎

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
6
7
ー
1
1
1
1
内
線（
2
5
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

３
参
照
）

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
た
め

に
は
、
早
期
に
皆
伐
事
業
地
を
把
握
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
た
め
、
郡
上
市
と
連
携
し

て
把
握
に
努
め
て
お
り
、
皆
伐
前
に
森
林
経

営
計
画
に
組
み
込
む
事
例
が
徐
々
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
材
搬
出
利
用
の
取
り
組
み
は
、
造
林
コ

ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
皆

伐
事
業
地
の
早
期
把
握
に
つ
な
が
り
、
伐
採

前
に
素
材
生
産
事
業
者
を
指
導
で
き
る
機
会

が
増
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
森
林
経
営
計
画
に

組
み
込
む
動
機
づ
け
に
も
な
り
、
再
造
林
へ

の
誘
導
も
行
い
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
再

造
林
の
潤
滑
油
と
し
て
、
今
後
、
さ
ら
に
促

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

て
き
ま
す
。

○
地
拵
え
の
省
力
化
へ
の
理
解

　

グ
ラ
ッ
プ
ル
等
の
重
機
を
使
っ
た
機
械
地
拵

え
実
施
後
の
状
態
は
、
重
機
が
入
れ
な
い
と
こ

ろ
は
枝
条
や
打
ち
出
し
材
が
残
る
な
ど
、
人
力

地
拵
え
に
比
べ
て
粗
放
的
に
な
り
、そ
の
結
果
、

後
の
下
刈
り
時
に
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
等
の
恐
れ
が

あ
る
な
ど
を
懸
念
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
粗
放
的
な
地
拵
え
で
支
障
が
な
い
こ
と

を
実
証
し
て
い
く
と
と
も
に
、
関
係
者
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
課
題
で
す
。

平
成
29
年
度
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、
実
証
に
好
条
件
な
皆
伐
事
業
地
で
、

平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
検
討
会
を
行
い
、

Ｄ
材
搬
出
可
能
条
件
を
地
域
関
係
者
で
共
有

し
、
実
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
以
下
の
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
関

係
者
を
説
得
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
林
産
事
業
で
係
り
増
し
に
な
る
Ｄ
材
搬
出

利
用
の
経
費
は
、
機
械
地
拵
え
と
し
て
取

結
果
及
び
課
題

　

今
回
の
実
証
を
通
じ
て
、
主
伐
・
再
造
林

を
進
め
る
た
め
に
は
少
し
で
も
造
林
作
業
に

お
け
る
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
努
力
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
力
地
拵
え
と
比

較
し
て
24
万
円
／
ha
程
度
安
価
に
な
る
機
械

地
拵
え
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
契
機
と
し
て
Ｄ
材
の
搬
出
利

用
が
有
効
で
あ
り
、
そ
れ
を
普
及
し
て
い
く

た
め
に
は
、
以
下
の
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
地
拵
え
コ
ス
ト
の
負
担

　

実
際
に
は
、
林
産
事
業
の
中
で
、
Ｄ
材
を

道
沿
い
の
山
土
場
ま
で
寄
せ
る
作
業
等
を

行
っ
た
こ
と
で
、
Ｄ
材
の
搬
出
利
用
に
延
べ

３
人
工
分
の
経
費
が
林
産
事
業
で
掛
か
り
増

し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
、

伐
採
事
業
者
と
植
栽
事
業
者
が
異
な
る
場
合

に
、
誰
が
経
費
負
担
す
る
か
が
課
題
と
な
っ ▲写真 1

▲図 3

り
扱
う
。

②
結
果
と
し
て
人
力
地
拵
え
を
実
施
し
た
場

合
よ
り
も
ト
ー
タ
ル
で
低
コ
ス
ト
に
な
る
。

③
Ｄ
材
が
搬
出
さ
れ
片
付
く
た
め
、
森
林
所

有
者
、
事
業
者
、
Ｄ
材
搬
出
業
者
、
双
方

に
と
っ
て
三
方
良
し
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
内
の
素
材
生
産
事
業
体
に
対

し
て
、
Ｄ
材
搬
出
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

研
修
会
等
で
情
報
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
自
ら

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
Ｄ
材
の
搬
出
利
用
を
進
め
る
事
業
体

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
追
加
費
用
な

し
で
、
林
地
残
材
が
片
付
く
こ
と
は
、
厳
し

い
現
場
で
林
産
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
体

に
と
っ
て
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
話

の
よ
う
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

現
在
の
制
度
で
は
、
森
林
経
営
計
画
が
認

定
さ
れ
て
い
る
森
林
の
皆
伐
に
つ
い
て
は
、

Ｄ
材
を
利
用
す
る
場
合
は
、
未
利
用
材
と
し

て
高
価
格
で
取
引
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
再
造

林
す
る
場
合
は
、
造
林
の
た
め
の
作
業
道
開

設
と
再
造
林
に
高
率
な
補
助
事
業
が
活
用
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
素
材
生
産
事
業
者
が

皆
伐
を
行
う
場
合
は
、
森
林
経
営
計
画
に
組

み
込
ん
で
か
ら
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
有

利
で
す
。
そ
の
た
め
、素
材
生
産
事
業
者
に
は
、

森
林
経
営
計
画
に
組
み
込
む
こ
と
を
提
案
し

て
お
り
、
森
林
経
営
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

森
林
組
合
に
協
力
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。（
図

○実施前と実施後の比較

実施前 実施後

主伐再造林を進めるための取り組み

森林組合との連携
※再造林の推進につながる

事業地リストによる事前把握
・素材生産業者は、個人事業体が多い
・経営計画の実行監理は、森林組合が得意

森
林
経
営
計
画

作
成
へ
誘
導

市
と
農
林
事
務
所
に

よ
る
皆
伐
事
前
指
導

○森林経営計画が認定されていない森林
・バイオマス燃料としては、低価格
・再造林では、補助金が活用できない

○森林経営計画が認定されている森林
・バイオマス燃料としては、高価格
・再造林では、補助金が活用できる

D材搬出可能条件
（H29実証現場）

●搬出道の規格
　グラップル付トラック10ｔ箱車が
　入れる

●時期
　積雪期以外
●林地残材の形状
　箱車なので問わない
●搬出可能数量
　グラップルで取れる道から4m
　程度の範囲
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間
伐
の
効
果
を
検
証

　
手
入
れ
不
足
の
人
工
林
で
は
、
水
源
か
ん

養
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
林
冠
が

〝
う
っ
閉
〞（
枝
葉
が
重
な
っ
て
隙
間
が
な

い
状
態
）
し
て
い
る
と
、
雨
水
が
遮
ら
れ
て

地
面
に
到
達
す
る
量
が
減
少
し
ま
す
。ま
た
、

地
面
に
光
が
届
か
ず
下
層
植
生
が
育
た
な
い

の
で
、
地
表
流
や
表
土
流
亡
が
起
き
や
す
く

な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
人
工
林
に
対
し
て
、

間
伐
等
の
適
切
な
手
入
れ
を
行
う
と
、
林
内

雨
量
の
増
加
、
下
層
植
生
の
回
復
等
を
通
じ

て
、
水
源
か
ん
養
機
能
の
維
持
増
進
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
隣
接
す
る

２
つ
の
流
域
（
約
50
年
生
ヒ
ノ
キ
主
体
の
林

分
）
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
両

流
域
と
も
に
10
年
以
上
間
伐
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
平
成
28
年
に
片
方
の
流
域
の

み
30
％
の
間
伐
を
行
い
、「
間
伐
流
域
」と「
無

間
伐
流
域
」
に
分
け
、
雨
水
の
動
態
を
比
較

し
て
い
ま
す
（
写
真
）。

す
。

　
森
林
が
水
源
か
ん
養
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
地
面
に
到
達
し
た
雨
水
（
② 

③
）

が
、
地
表
流
（
⑧
）
と
な
ら
ず
に
、
森
林
土

壌
中
に
浸
透
・
貯
留
（
⑦
）
さ
れ
、
時
間
を

か
け
て
流
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
森
林
の
土
壌
は
、
浸
透
性
、
保
水
性
に
優

れ
、
雨
水
を
貯
留
し
て
長
時
間
か
け
て
川
に

流
出
さ
せ
る
の
で
、
川
の
流
量
が
安
定
し
、

洪
水
、
渇
水
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
、

森
林
の
「
水
源
か
ん
養
機
能
」
と
い
い
ま
す
。

森
林
に
降
っ
た
雨
水
の
流
れ
方

　
図
１
は
、森
林
に
お
け
る
雨
水
の
流
れ（
水

収
支
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。
森
林
に
降
っ

た
雨
（
全
降
水
量
①
）
は
、
雨
滴
と
し
て
地

面
に
直
接
到
達
す
る
林
内
雨
量
（
②
）
と
、

樹
木
の
枝
葉
に
付
着
す
る
分
に
分
か
れ
ま

す
。
枝
葉
に
付
着
し
た
雨
の
う
ち
、
一
部
は

幹
を
伝
っ
て
地
面
に
到
達
す
る
樹
幹
流
下
量

（
③
）
と
な
り
、
残
り
は
蒸
発
（
④
）
し
ま
す
。

　
地
面
に
到
達
し
た
雨
水
（
② 

③
）
に
は
、

土
壌
に
浸
透
す
る
分
と
、
浸
透
し
な
い
分
が

あ
り
ま
す
。
土
壌
に
浸
透
し
た
雨
水
は
、
一

部
が
土
壌
表
面
か
ら
蒸
発
（
⑤
）
し
た
り
、

植
物
を
通
し
て
蒸
散
（
⑥
）
さ
れ
、
残
り
は

森
林
土
壌
中
に
貯
留
（
⑦
）
さ
れ
ま
す
。
土

壌
に
浸
透
し
な
か
っ
た
雨
水
は
地
表
流（
⑧
）

と
な
っ
て
短
時
間
で
渓
流
に
流
れ
込
み
ま

　
現
時
点
ま
で
の
調
査
結
果
（
暫
定
値
）
で

は
、
地
面
に
到
達
す
る
雨
水
の
量
（
② 

③
）

は
、
無
間
伐
流
域
よ
り
も
間
伐
流
域
の
方
が

多
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
（
図
２
）。

　
今
後
は
さ
ら
に
、
流
量
も
踏
ま
え
た
流
域

全
体
の
水
収
支
や
、
土
壌
の
保
水
性
に
つ
い

て
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
結
果
は
、
降
水
量
、
気
温
、
湿
度
、

日
照
時
間
等
の
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
、
年

ご
と
の
変
動
も
大
き
い
の
で
、
正
確
な
検
証

の
た
め
に
、
今
後
、
長
期
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
必
要
で
す
。

森
林
研
究
所
●
久
田 

善
純

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

間
伐
が
森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能
に
及
ぼ
す

効
果
の
検
証
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

図１　水収支の模式図

写真　調査の様子（間伐流域）
（左：樹幹流下量、右：林内雨量の測定）

図２ 地面に到達した雨水の量（暫定値）
（②林内雨量＋③樹幹流下量）（１㎡当り）

①全降水量

⑥蒸散

流量

④蒸発

③樹幹流下量

⑤蒸発

渓流

※林内雨量＝樹冠通過雨量
＋樹冠滴下雨量

②林内雨量※

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

間伐流域 無間伐流域

樹幹流下量

林内雨量

（mm／㎡）

地
面
に
到
達
し
た
雨
水
の
量

※測定期間：12ヶ月間（平成28年7月～平成29年6月）
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
3
ー
2
6
ー
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　恵
那
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

　丸
太
伏
工
の
利
用

　
積
極
的
な
間
伐
を
進
め
る
こ
と
で
県
内
の

木
材
需
要
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
林
道

工
事
に
お
い
て
も
県
産
材
の
利
用
促
進
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
木
製
構
造
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
丸
太
伏
工

は
、
法
面
下
部
を
丸
太
で
被
覆
す
る
こ
と
に

よ
り
草
が
生
え
る
こ
と
を
抑
制
し
、
主
に
曲

線
部
の
視
距
を
確
保
す
る
目
的
で
施
工
さ
れ

は
じ
め
、
草
刈
り
等
の
維
持
管
理
労
力
の
軽

減
等
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な

活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
開
設
後
数
年
経
過
し
た
路
線
で

は
、
植
生
が
繁
茂
し
始
め
見
通
し
が
悪
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
丸
太
伏
工
の
施
工
後
の
経

年
変
化
を
調
べ
、
丸
太
伏
工
の
効
果
が
何
年

程
度
持
続
す
る
の
か
、
ま
た
、
効
果
を
果
た

さ
な
く
な
っ
た
丸
太
伏
工
の
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。

　調
査
方
法
　

　
今
回
の
調
査
は
、
森
林
基
幹
道
三
森
山
線

の
平
成
13
年
度
〜
平
成
27
年
度
開
設
区
間
に

お
い
て
、
経
年
変
化
と
劣
化
の
要
因
を
調
べ

る
た
め
、①
丸
太
伏
工
へ
の
植
生
の
進
入
状
況

（
植
被
率
）、②
法
面
方
位
、③
土
壌
含
水
比
、④

腐
朽
深
さ
、⑤
丸
太
間
の
隙
間
を
計
測
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
経
年
変
化
が
丸
太
伏
工
の
効
果
に

及
ぼ
す
影
響
を
調
べ
る
た
め
、
曲
線
部
で
の

視
距
の
低
下
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
し

た
。　調

査
結
果
と
考
察

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
丸
太
伏

工
の
劣
化
と
効
果
の
低
下
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
し
ま
し
た
。

　
丸
太
伏
工
へ
の
植
生
進
入
状
況
は
、
施
工

後
５
年
目
で
急
激
に
繁
茂
し
、
植
被
率
90
％

と
な
り
、
そ
の
後
、
緩
や
か
に
上
昇
し
、
施

工
後
11
年
以
上
で
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
工
後
５
年
以
上
経
過
す
る
と
、

施
工
時
に
比
べ
植
被
率
、
腐
朽
深
さ
、
隙
間

の
大
き
さ
で
明
確
な
差
が
み
ら
れ
、
腐
朽
深

さ
が
１
㎝
以
上
、
丸
太
間
の
隙
間
が
0
・
8

㎝
以
上
に
な
る
と
植
被
率
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。（
表
１
）

　
経
年
変
化
に
伴
う
視
距
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
現
地
で
調
査
し
た
結
果
、
施
工
後
10

年
を
経
過
す
る
と
見
通
し
が
悪
く
な
り
始
め
、

視
距
へ
影
響
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、
施
工
後
５
年
ほ
ど
経

過
す
る
と
草
本
類
が
繁
茂
し
始
め
、
そ
の
後

木
本
類
が
定
着
し
、
視
距
に
影
響
が
で
始
め

る
の
は
、
施
工
後
10
年
頃
か
ら
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
、
設
計
時
に
期
待
し
て
い
た
と

お
り
、
施
工
後
約
10
年
ま
で
は
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
施
工
後
15
年
を
経
過
す
る
と
、

丸
太
伏
工
を
施
工
し
て
い
な
い
箇
所
と
同
等

に
植
生
が
繁
茂
し
、
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　今
後
の
対
策
（
提
案
）

　
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
２
点
提
案

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
維
持
管
理
の
実
施

　
　
集
落
間
を
連
絡
す
る
一
般
車
両
の
利
用

が
多
い
林
道
で
は
、
５
年
以
上
経
過
し
た

施
工
箇
所
を
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
丸

太
を
交
換
す
る
な
ど
の
維
持
管
理
を
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

②
太
鼓
挽
き
し
た
丸
太
の
利
用

　
　
本
調
査
の
結
果
よ
り
、
植
被
率
の
増
加

に
は
丸
太
間
の
隙
間
と
腐
朽
の
大
き
さ
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
太
鼓
挽
き
し
て
あ
る
丸
太
を
用
い
れ
ば
、

隣
り
合
う
丸
太
間
に
辺
材
部
分
が
な
く
、
腐

り
に
く
く
な
る
こ
と
、
ま
た
丸
太
間
に
隙
間

が
な
く
施
工
で
き
る
こ
と
か
ら
、
現
状
よ
り

丸
太
伏
工
の
効
果
を
長
期
間
持
続
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

表１

施工年

H27
H26
H25
H24
H23
H22
H21
H20
H18
H17
H15
H13

1
2
3
4
5
6
7
8
10
11
13
15

9.05
1.90
9.21
26.83
90.79
90.79
84.13
88.73
95.87
100.00
100.00
100.00

北北西
西
北東
北
西北西
西
南
南東
西
西
北
東

19.47
9.93
19.17
36.36
17.86
11.78
41.94
19.37
9.08
13.73
31.66
17.86

0.06
0.02
0.59
0.37
1.07
1.38
1.23
1.67
1.21
1.44
0.38
2.16

0
0.29
0.44
0.15
0.85
1.07
0.85
2.31
2.4
3.48
3.81
測定不能

経過年数 植被率
（％） 法面方位 土壌

含水比（％）
腐朽深さ
（cm）

隙間
（cm）

施工後1年目

施工後11年目

施工後1２年目（丸太なし）

施工後15年目（丸太あり）

丸
太
伏
工
施
工
後
の
経
年
変
化
と
効
果

恵
那
農
林
事
務
所
林
業
課

　金
子 

卓
憲

MORINOTAYORI15



●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
０
ー
３
１
６
０
ー
６
０
９
０（
代
）

　
　
　
　

  

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

   

岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

御
嶽
山
パ
ト
ロ
ー
ル

13

岐
阜
森
林
管
理
署
　
大
島 

愛
彦
・
小
原
弘
明

　

岐
阜
森
林
管
理
署
は
御
嶽
山
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

御
嶽
山
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
下
呂
市
、
岐
阜
森
林
管

理
署
、
地
元
警
察
・
消
防
等
で
組
織
す
る
御
嶽
山
山

岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
毎

年
夏
～
秋
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
中
の
休
日
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

目
的
と
し
て
は
、
御
嶽
山
に
お
け
る
登
山
者
の
遭

難
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
濁
河
温
泉
か
ら
火
口
周

辺
規
制
で
立
入
禁
止
に
な
っ
て
い
る
下
呂
市
境
ま
で

の
登
山
道
の
危
険
箇
所
の
把
握
及
び
補
修
、
安
全
啓

発
等
を
行
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
22
回
実
施
し
、

山
岳
救
助
隊
員
、
山
岳
警
備
隊
員
、
岐
阜
森
林
管
理

署
の
職
員
で
計
65
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
の
御
嶽
山
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
た
職

員
か
ら
そ
の
時
々
の
実
施
内
容
や
感
想
等
を
紹
介
し

ま
す
。

　
　

 

平
成
28
年
度
参
加

　
　

 

（
主
任
地
域
林
政
調
整
官　

大
島
愛
彦
）

　

私
は
岐
阜
森
林
管
理
署
に
勤
務
す
る
前
は
県
庁
防

災
課
で
地
震
と
火
山
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
課
の
１
年
目
に
御
嶽
山
が
噴
火
し
、
災
害
警

戒
本
部
や
現
地
本
部
で
昼
夜
問
わ
ず
働
き
ま
し
た
。

２
年
目
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
附
属
地
震
火
山
研
究

セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
地
震
と
火
山
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
度
か
ら
御
嶽
山
（
国
有
林
）
を
管
理

す
る
岐
阜
森
林
管
理
署
に
派
遣
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
御
嶽
山
に
関
わ
っ
て
き
て
一
度
も
御

嶽
山
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

登
山
靴
を
買
い
、
御
嶽
山
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

行
程
は
土
曜
日
の
早
朝
に
出
発
し
、
五
の
池
小
屋

に
１
泊
し
て
、
日
曜
日
に
下
山
す
る
計
画
で
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
は
、
下
呂
市
、
警
察
、
消
防
、

岐
阜
森
林
管
理
署
の
計
６
名
。
自
分
の
足
で
歩
い
て
、

防
災
課
の
と
き
に
捜
索
隊
か
ら
連
絡
を
受
け
て
い
た

湯
の
花
峠
、
の
ぞ
き
岩
、
お
助
け
水
は
こ
こ
な
ん
だ

と
感
動
し
な
が
ら
登
り
、
森
林
限
界
を
越
え
て
飛
騨

山
頂
の
五
の
池
小
屋
ま
で
約
４
時
間
。
ヘ
ト
ヘ
ト
に

な
っ
て
到
着
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
登
山
者
に
声
か
け
し
、
安
全
や

登
山
届
の
提
出
を
啓
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
の
池

小
屋
か
ら
サ
イ
ノ
河
原
に
か
け
て
老
朽
化
し
た
ロ
ー

プ
の
張
り
替
え
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
御
嶽
山
登
山
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

岐
阜
森
林
管
理
署
で
御
嶽
山
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
５

台
を
設
置
し
ま
し
た
。
目
的
は
御
嶽
山
の
亜
高
山
帯

か
ら
高
山
帯
に
か
け
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
調
査
を

行
う
た
め
で
す
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
高
山
帯
に
侵
入
す
れ
ば
、
高
山
植

物
の
壊
滅
的
な
被
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成
28
年

度
の
調
査
で
は
標
高
１
８
８
０
ｍ
の
仙
人
橋
付
近
の

カ
メ
ラ
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
は
定
期
的
に
乾
電
池
と
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
の

取
り
替
え
が
必
要
で
、
そ
の
た
び
に
御
嶽
山
に
登
ら

ね
ば
な
ら
ず
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
兼
ね
て
登
っ
て
い
ま

す
。

　
　

 

平
成
29
年
度
参
加

　
　

 

（
業
務
グ
ル
ー
プ　

小
原
弘
明
）

　

国
有
林
の
職
員
と
な
っ
て
２
年
。
私
は
岡
山
県
の

出
身
で
す
が
、
岐
阜
森
林
管
理
署
の
周
り
に
は
私

の
地
元
に
は
な
い
雄
大
な
山
や
自
然
が
あ
り
、
四
季

折
々
の
風
景
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
魅
力
的

な
土
地
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

週
末
は
登
山
に
も
よ
く
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
御
嶽
山
は
も
ち
ろ
ん
焼
岳
や
西
穂
高
、
北
ノ
俣

岳
な
ど
、
山
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
次
は
ど
こ
へ

登
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
山
仕
事
や
休
日
登
山
で
の
経
験
を
少
し
で

も
活
か
せ
れ
ば
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
御
嶽
山
パ
ト

ロ
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
の
７
月
22
日

（
土
）
と
23
日
（
日
）。
天
候
に
も
恵
ま
れ
多
く
の
人

が
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

  

初
日
、
山
岳
救
助
隊
員
、
警
察
の
方
と
登
山
客
に

声
か
け
し
な
が
ら
五
の
池
小
屋
へ
と
向
か
い
ま
す
。

目
の
前
に
は
た
く
さ
ん
の
コ
マ
ク
サ
と
鮮
や
か
な
緑

が
広
が
り
、
御
嶽
山
な
ら
で
は
の
景
色
に
疲
れ
も
吹

き
飛
び
ま
し
た
。
小
屋
で
の
安
全
啓
発
活
動
に
引
き

続
き
摩
利
支
天
山
を
経
由
し
て
二
の
池
方
面
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
、
ま
た
五
の
池
小
屋
裏
の
土
砂
く
ず

れ
箇
所
の
養
生
、
薪
割
り
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
作

業
が
一
段
落
し
て
休
憩
中
、
五
の
池
小
屋
玄
関
か
ら

フ
ラ
フ
ラ
と
し
た
足
取
り
で
具
合
の
悪
そ
う
な
登
山

客
が
出
て
き
ま
し
た
。「
顔
色
が
悪
い
で
す
が
大
丈

夫
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
る
と
、
吐
き
気
と
め
ま

い
の
症
状
が
あ
り
、
登
る
と
き
水
は
た
く
さ
ん
飲
ん

で
い
た
が
、
塩
分
は
ま
っ
た
く
と
っ
て
い
な
か
っ
た

と
の
こ
と
。
私
た
ち
は
塩
分
の
入
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
食
べ
る
よ
う
に
促
し
、
室
内
で
安
静
に
さ
せ
声
を

か
け
な
が
ら
経
過
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
そ
の
登
山
客
は
す
ぐ
に
顔
色
も
よ

く
な
り
元
気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
現
在
多
く
の
人

が
登
山
を
楽
し
む
中
で
今
回
の
よ
う
に
適
切
な
水
分

補
給
、
塩
分
補
給
を
出
来
な
い
人
、
無
理
な
登
山
で

体
調
を
崩
す
人
も
出
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
登
山
で
の

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
継
続
し
て
安
全
の
呼
び

か
け
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

▲五の池小屋

▲コマクサ（高山植物）

▲御嶽山三の池
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11月号
予定

11月1日発行
イベント情報

清流の国ぎふ森林・環境税

わがまちの森林・環境行政（11）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（147）
●山のおじゃまむし（316）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（59）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　ちょうど今号が出るころ、「ぎふの木フェスタ2017」が開催されます。担当としては
無事に開催されていることを祈りつつ、この原稿を書いているところです。
　「ぎふの木フェスタ2017」を担当するにあたって、このイベントの前身となる「森と
木とのふれあいフェア」の資料に目を通す機会が多くありました。改めて、過去におい

ても様々な取り組みや挑戦があったことを知り、ぎふの木の良さを伝え広めようと、出展者の皆様や
諸先輩方が積み重ねてきた努力に敬意を表する次第です。
　好きな言葉の一つに「燈燈代々」という言葉があります。ひとつの灯りを絶やすことなく、伝え受け
継ぐさまを表す言葉ですが、イベント名こそ変われども、これまで積み重ねられてきたものを「燈燈
代々」伝え受け継いでいかなければと感じています。
　この「森林のたより」もまた、そうした灯りのひとつ。これからも岐阜県の森林・林業を支える広報
誌として、伝え受け継がれていくことでしょうし、編集委員としてその一助となれればと思います。

「森林のたより」編集委員　園山 英昭

　財務省東海財務局岐阜財務事務所では、国の厳しい財政事情の中で税外収入を確
保するため、未利用国有地の売却を実施しています。
　入札方法や物件に関するお問い合わせ等がございましたら、下記
問合せ先までお気軽にご連絡下さい。

〈国有地〉売却のお知らせ

平成29年度第２回一般競争入札売払物件

所　在　地 数量（㎡）登記地目物件番号 最低売却価格（円）

可児郡御嵩町美佐野字岩谷洞２６０８番１ 山林 18,396.86 お問い合わせください2114
■お問い合わせ先

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ザイムくん

公 示 日／平成29年9月13日㈬
受付期間／平成29年10月3日㈫～平成29年10月12日㈭

財務省東海財務局岐阜財務事務所　管財課　売却担当
〒500－8716 岐阜市金竜町五丁目13番地　岐阜合同庁舎5階　TEL 058-247-4252　HP http://tokai.mof.go.jp/

森林・林業関係イベントカレンダー（10～11月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

郡上市総合文化センター
（郡上市八幡町島谷207-1）

岐阜県猟友会 058-272-8398

9日（学科）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
10日（実技）
岐阜県森連岐阜支所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

中濃総合庁舎（美濃市生櫛1612-2）

各地域を所管する県事務所、
又は環境企画課（058-272-1111 内線2701）

狩猟免許試験を受験される方を対象とした
無料の講習会を開催します。
●時　間：10：00～15：30
●申　込：10/6～10/20
※事前に申し込みが必要です。詳しくは右記

にお問い合わせください。

●講習時間： 9日 8:30～17:40 学科
　　　　　  10日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時　間：9：30～17：00
●申　込：10/27～11/10
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳

しくは右記にお問い合わせください。

伐木・チェーンソー
作業従事者特別教育

狩猟免許試験

狩猟免許試験講習会10月29日㈰

11月9日㈭～
11月10日㈮

11月25日㈯
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 8月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

284

302

288

306
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（8月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

60,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ並材３ｍ（16～24㎝）は不足しており強含み。スギ４ｍ元木、二番ともに
中目、中目上強含み。ヒノキ並材4ｍ土台取り強含み、造材は４ｍ（16～22㎝）
が有利。ヒノキ二番中目材は荷動きも少なく、弱含み。スギ・ヒノキ良材は、樹皮
が剥離しているものは売りづらい。製紙パルプ向け広葉樹原木、受け入れ制限
となっています。予定される方は共販所担当者まで、一報ください。（岐阜）

　ヒノキ並材4ｍ(16～22㎝)は強含み、ヒノキ二番中目材は荷動き少ない。カ
ラマツの引き合いが強く買気旺盛。スギ太物欠陥材は売りづらい。需要期を迎
え広葉樹の問い合わせが聞こえてくるようになった。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材)）２ｍ・３ｍ・４ｍ・６ｍは、応
札多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい、６ｍ（16～20㎝）価
格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札多くやや高値、二番玉並
材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、欠点材は売りにくい。（杉につい
ては、県内新工場稼働（長良川木協）につき今後原木の流れが良くなるが、荷
不足感が強い。）センコウムシやゴトウムシの発生時期ですので、速やかな出
材をお願いします。（東濃）

全般的に横ばい（弱含み）で推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,950

2,580

木造2階建て以上の建築物で、土台から軒桁までを継ぎ目なく1本の材で通し
た柱。構造的に重要な役割を果たしており、建物の隅などの要所に用いられ
ます。これに対し、梁や桁などの横架材で継いだ柱を管柱（くだばしら）とい
います。

通し柱
とお ばしら

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1637回

岐
阜
共
販
所

第1215回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
22～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

15,000
25,600
－
－
－
－
－
－
－
－
－

20,000
－
－
－

61,900
27,000
－

16,000
－
－
－

22,200
13,100
13,900
18,000
22,000
19,700
30,000
－

20,200
48,000
29,900
－
－

12,200
11,000
11,500
12,500
12,000
13,500
16,500
15,000
16,600
14,500
16,500
25,000
11,500
11,000
11,000
16,500
15,000
14,500
17,000
23,000
－

10,000
12,000
14,000
－

20,000
12,200
12,400
13,000
17,000
15,000
19,800
9,000

14,900
20,000
27,000
7,500

10,000

９月５日

９月６日

第1548回

東
濃
共
販
所

９月７日
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